
町長懇談会議事録（　第12区　） 令和　４年　７月　３日　　時間帯　10：00　～　11：00　　　参加者　20名

№ 質　疑　内　容　等 回　答　な　ど

1

消防団員適齢者（非入団）に対する負担金徴収をやめてほしい。消防団の恩
恵を受けるのは町民全員であるにも関わらず、その維持費を限られた個人や
家庭にだけ払わせるのは間違っていると思う。消防団の維持費は税金で賄う
べきではないか。また、消防団員適齢者を男性に限っているのも、時代遅れで
SDGsの理念からも外れている。消防団に頼らない町としての消防、防災体制
を整えてほしい。

消防団員適齢者に対する負担金につきましては、消防団第１部を構成する１
２区を含む４つの自治会が、団員との負担感の均衡を図るため、取り組まれ
ているものです。各区の考え方だと思いますので、区で相談されてください。
消防団は女性消防団も立派に活動されているので、女性消防団の存在を
もっと知ってもらうためのアピールが必要であると思っています。
消防団（非常備消防）は、多くの団員がその地域で暮らし、地域と密接につな
がることで、火災予防の啓発や各家庭用消火器の更新支援など地域に密着
した活動に加え、大規模災害時は、住民の避難誘導等を行う組織です。消
火活動だけではなく、目に見えていない活動を行っているので、そのあたりも
周知をしていかなくてはと思っています。
また、消防団の数が多いのではないかというご意見もありますので、検討し
ていきたいと思います。

2
基山山頂にトイレの位置を示す案内板がほしい。
また、基山山頂から若基小学校を見通した山林工事は何ができるのか。

基山山頂のトイレ案内板について、現在は、瀧光徳寺から登ってくる駐車場
に１個、最近できたものが水門の駐車場に１個あり、合計２個あります。担当
課と考えているのは、各トイレの場所に「頂上にはトイレはありません」という
看板を設置しようかと考えています。
基山山頂から若基小学校を見通した山林工事について、将来的には全部平
らにして住宅を建てるという予定になっています。土が見えているので怖いと
いうお話も聞いておりますので、なるべく見た目を怖くないようにと思っていま
す。様々な安全対策は、役場と建設会社で調査して行っており、皆さんが不
安にならないような安全対策を講じていきたいと思います。

3

ふるさと納税について、町民の協力を依頼するパンフレットを作成してほしい。
息子が家を出て他所で働いている場合があると思うが、町内に住む親から町
外に住む息子に協力をお願いするパンフレット（町長からの依頼文）があれば
よいと思う。

町外にいらっしゃる寄附者の方に対して、ふるさと納税の返礼品の紹介だけ
でなく、基山町の魅力や子育て支援・移住定住の取組みも知ってもらえるよう
な「お知らせ」を作成したいと考えています。
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5

旧役場跡に建設された町営の賃貸マンションの件で、その場所に建築された
意味を説明してほしい。どのような条件で入居できたのか。立地条件が良いの
で、なかなか転居しないのでは。新しい人が入りたくても入れないのではない
か。入居には期限があるのか。条件が設けられているのか。今、空室があるら
しいが新入居者を募集しているのか。

旧役場跡地に建設した意味は２つあり、１つは町外から住んでいただくこと、
もう１つは本来なら町外へ出て行く方を留めておくという意味があります。
現在は満室となっているため、空室はございません。
入居制限については、入居制限をかけるより便利な所にもう１棟PFIで建設
するほうが理にかなっていると思っています。
高齢者住宅も必要になると思うので、高齢者向けと若者向けの住宅を一緒
につくるようなこともあるかもしれないと考えています。

4

「基山町福祉のしおり」（R4.4.1現在）より
（１）65歳以上人口　5,594名（男 2,543名、女 3,051名）
　　　（前年比　+162名、最高齢 109歳男性）
（２）高齢化率　32.08％（前年比 +0.85%）
（３）独居老人　941名（ケアハウス含む）（前年比 +88名）
（４）配食サービス事業利用者　70名
（５）緊急通報システム設置者　69名（前年比　±０名）
（６）施設入居者　253名（前年比　+11名）
（７）介護保険認定人数　822名（前年比　+69名）（R4.4.30現在）

生活支援コーディネーターの増員をお願いしたい。
12区内（内、玉虫12丁目～17丁目、氏林1・2丁目）約200世帯
65歳以上の独居老人　21名
夫婦そろっていても、１人は入院・施設通所又は認知症、２人とも認知症の場
合もある。親子で住んでいても家族全員が65歳以上というケースも多い。民生
委員が時々訪問しているが、様々な問題を抱えている場合があり、福祉課や
包括支援センターに連絡し支援を要請している。現在、福祉課の生活支援コー
ディネーター３名が町内を訪問しておられるが、上記の人数をカバーするには
無理があり、支援の手を増員する必要がある。

現在、一人暮らしの高齢者は940人くらいで、15年後くらいがピークになり
1800～2000世帯くらいになるのではないかと予想しています。15年後のピー
クになったときにできる対策を今の段階でしないといけないと思っています。
一人暮らしの高齢者世帯の問題をどうするのかが大事になりますが、そのた
めに、去年４月にプラチナ社会政策室を立ち上げました。しかし、コロナのワ
クチンが去年の４月から始まりましたので、本来の業務よりもワクチンの仕事
が多くなりましたが、徐々に本来の姿に戻っていますので、来年度に向けて
体制づくりをしていきたいと考えております。
現在、生活支援コーディネーター３名、同じ業務を行う集落支援員が１名、包
括の方に認知症支援員が１名おりますので、５人体制で行っています。この
人数では足りないと思いますので来年度に向けてなるべく早く検討していき
たいと思います。役場では答えられないような問題もたくさんありますので、
専門家であったり民間企業の協力が必要になると分析していますので、来年
４月までに形を整えていきたいと思います。この数年の間に万全にして15年
後のピークを迎えたいと思っています。

【後日追記】８月現在、１名の欠員が生じていますので、公募・採用活動中
で、９月には新たなコーディネーターを１名配置します。
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6

調整池について、
（１）平成21年に公民館横の調整池の約半分を町から譲渡いただき、そこに消
防団第一部格納庫を建設し現在に至る。調整池を設けてから現在まで集中豪
雨発生時に調整池が活用されたことはあるのか。調整池は必要か。また、この
大きさが必要か。公民館も十数年後には、建て直しが必要になってくる。その
際に平成21年当時のように調整池を町から譲渡してもらうことは可能か。

平成30年の災害時に調整機能を果たしており、今は決まったルールで半分
残しているため、これ以上調整池を狭くするのは難しいとのことです。

7

（２）公民館駐車場側の法面は土で盛られているだけなので、年２回町に除草
作業をしてもらっているが、調整池の中は実施しないため雑草が伸び放題であ
る。調整池の中も除草してほしい。また、12区でもここを年２回除草作業をして
いるが、法面の一部が崩落しており作業するうえで危険である。修繕をお願い
したい。なお、将来的に調整池が残るのであれば、調整池すべて（法面を含め）
のコンクリート施工を希望する。

年２回の草刈りは継続して行っております。法面等のコンクリート等の設置に
ついては来年度計画を予定いたします。

8

氏林１丁目の行政組合は、けやき通りを挟んで西側に17戸、東側に18戸ある。
組合員の一部から広報などの配布が大変、戸数が増えている等々から行政組
合を分割したいといった話が出ている。氏林１丁目組合員の話し合いで決める
ことだと考えるが、以前組合の有志で話し合いをしたが、話がまとまらなかっ
た。どのように話し合いをすすめていったらよいのか、ご指導いただけたらあり
がたい。また、こうした案件について区長の関与は必要なのか。

氏林１丁目については、ご質問のとおりに分割された場合、それぞれが10戸
以上となり、行政組合の設立要件を満たします。しかしながら、区長が関与し
ないものに町が関与することは難しいと思っております。
10戸以上で分かれている行政組合はあるので、事例がどうであったか確認
することもできます。
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9
けやき通りの街路樹伐採について令和４年２月７日に「基山町まちづくり提案
書」を提出したが回答はいつごろ得られるのか。

回答内容をご報告します。通行に支障をきたす街路の剪定は現在発注中で
す。伐採については現地調査を行いました。街路樹の間隔が密であるところ
や腐朽が進んでいる樹木について今年から間引きを行います。

10

公民館の開放について、基山町の通いの場を指導している「くま研」によると公
民館を開放することを提唱されていた。ひきこもり、家族以外の第三者と面談
が週２回以上ないとコロナや認知症のリスクが高くなるそうである。NHKでも放
送していた。

12区が通いの場を増やしてほしいということであれば、町としてサポーターの
方にお願いできると思います。そのような希望があるなら、担当課に連絡い
たします。
通いの場の今の状況が分かるようなものを担当課に作成させて、区長会で
レクチャーさせていただきたいと思います。
また、公民館をこれからどう活用していくのかは重要で、公民館がこれから
の拠点の一つになると考えています。現在はスマートフォンで利用申請や鍵
の施錠等、公民館の管理ができるようになっているので、手をあげてくれる区
があれば来年度あたりから実証実験を行ってみたいと思っています。

【後日追記】後日、担当課から区長へ通いの場の開催頻度等の要望につい
て、確認しました。

11
若基小学校は小規模特認校を続けるのか。小規模特認校を知らない方も多い
ので、周知をしていただきたい。

若基小は今年２クラスになりました。現在年間10名程度くらい増えているの
で、安定的に２クラスを継続していきたいと考えています。小規模特認校の
PRは資料を作成していて、見学をしたいという方も増えてきています。10月
には若基小学校の前にコミュニティバスのバス停を設置予定です。小規模特
認校を利用してコミュニティバスで通学することを選択肢にいれられるように
します。


